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ERAB1.0
(2015～2017)

DRの制度化と開始
VPP実証の確立期

カーボンニュートラル
蓄電池・EVの成長期
制度イノベーション
プラットフォーム

DR拡大、災害停電、
FIP、発電容量危機

ERAB3.0
(2022～)

ERAB2.0
(2018～2021)

ERAB4.0
(2025～)
本格DER時代
各市場拡充

[中心的DER]

産業用DR        産業/業務用DR 産業/業務/家庭用DR

蓄電池、EV、小規模リソース

2022年～ERAB 3.0へのステップアップ
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3① 小規模リソース活用に向けて

○ 将来的なEVや家庭用蓄電池の大幅増加を考慮すれば、小規模リソースの実績のやり取り
について、デジタル化等技術革新を生かした仕組みの検討が必要ではないか。
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蓄電池１

蓄電池２

EV１

○ 発動指令電源として対応した際、小規模
リソースは、個別DERごとに所定様式通り
での提出することとなっている。

○ しかしながら、今後、家庭用を含む小規模
リソース拡大が本格化すると、現行方式
自身が合理的でなくなる可能性がある。

○ 小規模リソースの動作確認の品質を確保
しつつ、データ交換や提出様式については、
デジタル革新も取り入れたやり方を検討する
ことも考えられないか。
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EV 100

小規模リソース活用のイメージ

蓄電池100

EV２
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合計
500kW

合計
500kW

DER１
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DER 100

DER２ 合計
300kW



4② 発動指令電源に参加するリソースの継続検討

発動指令電源の範囲の見直し

〇 2024年度から開始される容量市場において、常時逆潮流しているリソースのうち、

廃棄物発電のように発動時に増出力できないリソースも発動指令電源と整理されている。

○ 結果として、DRリソースが同種の発電機との競争によってクラウドアウトされ、DRリソース

拡大の障害になっている可能性がある。

また、同種の発電機は需給ひっ迫時の増出力ポテンシャルが小さく、安定供給リソースと

しての確実性に欠けるケースもある。

⇒ 「健全なDRの育成阻害」や「安定供給リソースとしての確実性」の観点から、

実際に発動指令時に、容量契約通り増出力できるリソースを発動指令電源と整理する

など、電源区分定義の検討を継続的に行ってはどうか。
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